
 

 

西公園のビロウを天念記念物に申請しよう！ 
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１ はじめに 

昨年度の研究で、本校理科ボランティア研究チーム

が調査してきた西公園（福岡市中央区荒戸）のヤシの

木が、遺伝子検査の結果、古代の天皇が祭祀の際に使

用したビロウ（Livistna Chinensis）であったことが判明

した。また、さらに詳しい分析の結果、西公園には 2 種

類の遺伝子型のビロウがあることが判明した。 

西公園一帯に広く分布する A 型と、南西部に密集し

ている B 型は、お互いの遺伝子が混ざることがなかっ

たことがわかり、南西部は元々個人邸宅があったとこ

ろと重なることから、Ａ型がもとから西公園（荒戸山）

に存在していたビロウ、Ｂ型が最近栽植によって持ち

込まれたビロウであることが推測された。 

西公園（荒戸山）は江戸時代に沖ノ島遥拝所が設置

されていた経緯があり、沖ノ島は伊邪那岐命と伊邪那

美命の誓約神話に深くかかわる島であると同時に、日

本最北端のビロウ自生地でもある。 

西公園（荒戸山）から 76 ㎞沖にある沖ノ島を肉眼で観察できる可能性が高いことも、昨年度の

実験で証明できた。すなわち、西公園のビロウは古来天皇の祭祀に使われた植物であることから、

沖ノ島遥拝所のシンボルとして江戸時代以前に移植されてきたものではないかと推測した。これを

証明するためには、西公園のビロウが近年の栽植ではなく、古いものであることを他の自生地のビ

ロウと遺伝子検査をして比較する必要がある。 

そこで今年度は、他のビロウ自生地の遺伝子と西公園のビロウの遺伝子を比較することとした。 

２ 他の自生地のビロウとの遺伝子比較 

２－１ 長崎県平戸市平戸口と館山の天然記念物ビロウの採取 

 

長崎県平戸市のビロウ自生地は、長崎県の天然記念物

として登録されており、とくに平戸口のビロウは九州

本土で最北端の自生地とされている。 

 広島大学の研究チームの遺伝子検査により、ここのビ

ロウと玄界灘の小呂島のビロウは、他の九州沿岸のビ

ロウと違い、祭祀目的で移植された可能性が高いこと

が報告されている。そこで、平戸市文化交流課・長崎

県教育委員会の承諾を得て、ビロウのサンプル採取を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校理科ボランティア研究チームによる西公園の

ヤシの調査の様子（令和元年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２－２ 玄界灘の小呂島のビロウ採取 

小呂島は福岡市に属する玄界灘の離島であるが、島の産土

神である七社神社の境内には、古くからビロウの大樹が 4 本

あることが記録されている（昭和 4 年福岡県天然記念物調査

報告）。平成 27 年の小呂中学校の理科研究では、神社の境内

に大小 20 本ほどのビロウが繁殖していることが報告されて

いる。 

また、広島大学が平成 28 年に遺伝子検査を行い、平戸自生

地と遺伝子的に近く、九州沿岸よりも南西諸島のビロウに近

縁であることが確認されている。 

そこで、小呂島自治会の承諾を得て、小呂島のビロウ採取

を行った。 

２－３ ㈶九州環境管理協会での遺伝子分析 

昨年度の研究でもお世話になった㈶九州環境管理協会で、遺伝子分析を行ってもらうこととなった。九州環境管

理協会のご厚意で、昨年度に採取していた西公園と博多湾の能古島（福岡市早良区）のビロウについても同時に検

査していただくことができた。 

その結果、調べた 7 領域の遺伝子配列において、西公園の A 型ビロウは平戸口自生地の天然記念物のビロウ遺伝

子とほぼ一致したうえ、西公園の 2 サンプルについては、平戸館山自生地のビロウ遺伝子と 100％一致するという

結果を得た。さらに、小呂島・能古島のビロウについても、西公園や平戸のビロウと高い一致率を示し、これらの

ビロウが北部九州一帯で同じ起源をもつものである可能性が高いということが明らかとなった。 

また、西公園 B 型ビロウについては、神奈川県の公園植栽のビロウと一致した遺伝子配列がみられることから、

明らかに A 型とは違い、近年の植栽によって繁殖したという昨年度の推測を裏付けるものとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小呂島ビロウサンプル採取の様子 

（令和３年度） 

遺伝子 
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左図は解析した

ビロウの遺伝子

の近縁性を樹状

図で表したも

の。 

HH 平戸古舘 

HN 平戸野田 

NP 西公園（本校

生徒 sample） 

B 西公園(九環協

sample) 

OR は小呂島 

Noko は能古島 

 

西公園 A 型は

NP と B1,2,6,7、

西公園B型はB3

～5。 

西公園 B 型は西

公園南西部の植

栽起源と思われ

る個体。 



 

 

これらの結果を踏まえて、これまでの 4 年間の研究をまとめ、令和 3 年 12 月に行われた中谷医工計測技術振興

財団の科学助成校研究発表会で本校理科ボランティア生徒が発表した結果、日経サイエンス賞を受賞することがで

きた。 

３ 小呂島ドローン測量 

小呂島のビロウ繁殖地を調査するにあ

たり、小呂島全体の密林の中に、ほかにも

ビロウが確認できないかさぐることを目

的に、ドローンによる撮影も行った。撮影

においては九電ドローンサービス様のご

厚意で、レーザーによる地形測定も行われ

た。 

結果、新たなビロウの発見には至らなか

ったものの、地形測量において興味深い地

形が確認できた。 

 

３―１ レーザードローンによる 

撮影とレクチャー 

 

小呂島のビロウサンプル採取の際、九電

ドローンサービスによる地形測量の方法

についてレクチャーいただいた。 

ドローンは、GPS を用いた自動航法で対

地高度５０m を維持しながら飛行、写真撮

影とレーザー測量を同時に行うことがでる。地上に設置したマーカーにより、正確に位置補正がで

きる。機体に取り付けたレーザー機器からレーザーを発射し、反射したレーザーを受信することで

正確な反射点を測定できる。地上付近で、反射ポイントは縦 8.0ｃｍ横 2.0ｃｍの大きさである。 

 

３－２ レーザー測量結果の解析 

 

 レーザー測量の結果、小呂島の

北部岬上の地形は特殊な形の前方

後円墳のようであり、頂上部には

竪穴式石室のような構造も見られ

た。 

 もしも前方後円墳とするなら、

全長は 150ｍ近くになり、九州で屈

指の大きさであると同時に、離島

においては類を見ない大きさとな

る。埋葬部と思われる竪穴式石室

も、日本屈指の大きさとなり、日本

一大きな竪穴式石室を持つ長野県

森将軍塚古墳に匹敵する。また、森

将軍塚古墳は後円部が楕円で前方

部と斜めに交差する珍しい前方後

円墳であるが、小呂島の古墳状の

地形と規模・形状ともそっくりで

あることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九電ドローンサービスによる撮影とレクチャーの様子(令和３年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小呂島北岬の地形のレーザー解析結果(上左)赤丸部分を拡大したものが(上

右)、竪穴式石室の主体部のように見える。左下はレーザー解析から出した等

高線図。前方部が楕円となるが、右下の長野県最古の古墳、森将軍塚古墳も

同様に規模・形状・埋葬部が非常によく似ている。 

 



 

 

 

４ 研究を振り返って 

 

 本研究では福岡市市民になじみの深い西公園に繁殖するビロウが、遺伝子検査によって、天然記

念物級であったという事実を明らかにすることができた。これは西公園（荒津山）が沖ノ島祭祀場

として利用されていた過去や、ビロウが古代祭祀に利用されていたという事実と合致するものであ

り、地域にとっても西公園の歴史的文化的価値を見直すきっかけとなりそうである。 

今後、福岡県の文化財指定を目標に地域とともに運動を起こすことができれば、今以上に地域の

自然や歴史について多くの生徒や市民に関心を引き起こすことができるものと考える。 

また、古墳時代において、北部九州は大陸との近さから海上交通の要所として重要な位置づけが

あったことを考えると、小呂島のドローン測量結果もビロウの繁殖とあわせて興味深い結果となっ

た。長野県最古の古墳に類似する謎については、長野県安曇野が福岡市志賀島を本幹地とした海人

族である安曇族が移り住んだ地と言われており、ここに歴史の連続性がみられるのかもしれない。 

 このように中学生と理科教師がともに取り組んで、科学の力で自然の保護や歴史の解明につなが

る研究ができたことが本研究の特徴であり、私自身にとってもとても学ぶところが大きかった。 

 以下、生徒の感想。 

・遺伝子検査を行うにあたって、協力人探しに労力を使いました。プレゼンの技術が上がりました。 

・九州環境管理協会様が協力くださったのはとてもうれしく、また心強かったです。検査や実験が

うまくいったときは成果を目の当たりにすることができて楽しかったです。 
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